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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信網による緊急電話の誤用・乱用防止システムにおいて、
　ユーザーの緊急事態のための緊急救助キー（１１０）が設けられている救助要請者端末
（１００）と、
　前記救助要請者端末から前記緊急救助キーにおける操作に基づく緊急情報が入力され、
救助要請者の電話番号および簡易メッセージ情報を救助者端末に伝送し、前記救助要請者
端末と前記救助者端末との通話連結を行い、前記救助者端末に対応する救助者が緊急事態
を解決できなかった場合に前記救助者端末から前記緊急情報に対応する緊急事態情報が保
安サーバーに伝達されたとき、前記救助要請者端末と前記救助者端末との通話連結を前記
救助要請者端末と保安サーバーとの通話連結に切り替える通信社サーバー（２００）と、
　前記通信社サーバーを通じて入力された前記救助要請者端末の救助要請者の電話番号お
よび簡易メッセージ情報が入力されて緊急事態を知らせる救助者端末（４００）と、
　前記通信社サーバーを通じて救助要請者端末から一方的に通話可能な状態で２次緊急連
絡先と接続されて救助要請者端末と通話可能にした保安サーバー（５００）と、
　を備えることを特徴とする、移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システム。
【請求項２】
　前記救助要請者端末（１００）は、
　外部と無線で通信され、端末の外部に形成されて緊急事態時にユーザーから入力信号が
入力される緊急救助キー（１１０）と、
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　前記緊急救助キーが押下されたときに緊急情報を伝送するための救助者端末の情報が保
存されているメモリー部（１４０）と、
　前記緊急救助キーを通じて発生した緊急情報を救助者端末に出力する第１出力部（１５
０）と、
　前記緊急救助キーから緊急信号が入力されたとき、音声または映像送出信号が活性化し
て、周辺の状況を前記救助者端末または保安サーバーに伝達する送信部（１７０）と、
　前記各部を制御し、緊急な状況でユーザーによって前記緊急救助キーの情報が入力され
たとき、前記救助者端末または保安サーバーと通話連結が設定される場合、受信音または
着信音の信号を遮断する第１制御部（１６０）と、
　を備えることを特徴とする、請求項１に記載の移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱
用防止システム。
【請求項３】
　前記救助要請者端末（１００）は、前記緊急情報が救助者端末に伝送された場合、救助
要請者に振動の形態として出力させることを特徴とする、請求項２に記載の移動通信網を
用いた緊急電話の誤用・乱用防止システム。
【請求項４】
　前記通信社サーバー（２００）は、
　前記救助要請者端末から緊急信号が入力されたとき、緊急情報を伝送した救助要請者端
末の位置追跡を処理する位置追跡処理部（２１０）と、
　前記救助者端末に緊急信号を送信するための簡易メッセージ処理部（２３０）と、
　前記簡易メッセージ処理部から入力された情報を救助者端末に出力するための第２出力
部（２４０）と、
　位置情報、簡易メッセージ情報または救助者の電話番号などが保存されているデータベ
ース（２５０）と、
　前記各部を制御し、位置情報または伝達者の人的事項が保存された緊急信号を簡易メッ
セージとして救助者端末に伝送し、前記救助者端末または保安サーバーで一方的に通話可
能に通話連結状態を設定する第２制御部（２６０）と、
　を備えることを特徴とする、請求項１に記載の移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱
用防止システム。
【請求項５】
　前記通信社サーバー（２００）は、緊急信号の受付番号を与えて管理する受付番号処理
部（２２０）をさらに備えることを特徴とする、請求項４に記載の移動通信網を用いた緊
急電話の誤用・乱用防止システム。
【請求項６】
　前記救助者端末（４００）は、
　外部と無線で通信され、前記救助要請者端末から緊急信号が入力される入力部（４１０
）と、
　前記救助要請者端末から緊急信号が入力されたとき、バイブレーションモードであるか
着信音モードであるかを判断するモード変換部（４５０）と、
　前記入力部を通じて緊急信号が入力されたとき、着信音の形態として出力するための着
信音データが保存される緊急着信音メモリー（４２０）と、
　前記入力部を通じて緊急信号情報が入力されたとき、緊急着信音に変換し、スピーカー
の音量を最大に出力するように制御する音量処理部（４３０）と、
　前記緊急信号が入力された場合、前記救助要請者端末の事故発生地点の表示が出力され
る第３出力部（４７０）と、
　前記緊急救助キーの押下によって前記緊急着信音の出力要求信号が発生すれば、緊急着
信音を出力し、スピーカーの音量を判断して最大化するように制御し、緊急事態が終了し
ていない状態である場合、保安サーバーに前記緊急事態情報を伝達するように制御する第
３制御部（４６０）と、
　を備えることを特徴とする、請求項１に記載の移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱
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用防止システム。
【請求項７】
　移動通信網による緊急電話誤用・乱用防止方法において、
　（ａ）通信社サーバーが待機状態を維持するステップ（Ｓ１０２）と、
　（ｂ）救助要請者端末から緊急信号が入力されるか否かを判断するステップ（Ｓ１０３
）と、
　（ｃ）前記（ｂ）ステップの判断結果、前記緊急信号が入力されたと判断されれば、救
助者端末の電話番号や簡易メッセージ情報を検索するステップ（Ｓ１０５）と、
　（ｄ）前記通信社サーバーが救助者端末に前記緊急信号を伝送するステップ（Ｓ１１０
）と、
　（ｅ）前記通信社サーバーが、前記救助者端末に対応する救助者が緊急事態を解決でき
なかった場合に、前記救助要請者端末から入力された前記緊急信号に対応する緊急情報を
救助者端末から保安サーバーに伝達するステップ（Ｓ１２３）と、
　（ｆ）前記救助要請者端末から救助者端末へと一方的に通話が可能な呼接続状態から、
前記救助要請者端末から保安サーバーへと一方的に通話が可能な呼接続状態に切り替わる
ステップ（Ｓ１２５）と、
　を含むことを特徴とする、移動通信網を用いた緊急電話誤用・乱用防止方法。
【請求項８】
　前記（ｆ）ステップ以後には、（ｇ）前記通信社サーバーが、前記保安サーバーからの
緊急救助についての結果を受信し、保存するステップ（Ｓ１２７）をさらに含むことを特
徴とする、請求項７に記載の移動通信網を用いた緊急電話誤用・乱用防止方法。
【請求項９】
　前記（ｄ）ステップは、
　（ｄ－１）前記緊急信号が送信された場合、第３制御部が着信音モードであるか否かを
判断するステップ（Ｓ１１２）と、
　（ｄ－３）前記第３制御部が着信音モードではないと判断されれば、モード変換部を通
じて着信音モードに切り替えるステップ（Ｓ１１４）と、
　（ｄ－５）前記第３制御部がスピーカーの音量が最大であるか否かを判断して、最大で
はない場合、音量処理部を通じて音量が最大になるように制御するステップ（Ｓ１１９）
と、
　を含むことを特徴とする、請求項７に記載の移動通信網を用いた緊急電話誤用・乱用防
止方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システムおよびその方法に係
り、さらに詳細には、移動通信加入者の緊急事態の発生時に移動通信網を通じて緊急情報
を送出する場合、緊急事態の他に使用される緊急信号伝送の誤用・乱用の弊害を減らす移
動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システムおよびその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、近年、移動通信加入者の爆発的な増加により、移動通信端末は周辺で最も多
く見られる必需品として認識されることによって、移動通信端末の製造会社は、さらに良
い性能を有し、多機能性の移動通信端末を市場に出しており、これに伴い、通信サービス
会社ではさらに高いレベルの通信サービスおよび多様な付加サービスを提供している。
【０００３】
　したがって、最近に提供される通信サービスのうち、移動通信端末の発信地追跡による
ユーザーの位置を確認することができる技術が開発されることによって、ユーザーに緊急
事態が発生すれば、ユーザーが携帯した移動通信端末から自動的に発信されて、応急機関
または警察署などの司法機関に助けを請う機能を有する移動通信端末および移動通信サー
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ビスが提供されている。
【０００４】
　しかし、このような技術内容が公衆に公開されることによって、実際の状況では、ユー
ザーが緊急信号を発信する前または発信した後に、犯罪者がユーザーの端末を奪って破損
してしまい、救助信号がそれ以上発生しないようにしている。
【０００５】
　したがって、たとえ警察官がユーザーの緊急事態を実際に認知したとしても、正確な位
置の追跡が難しく、また、実際に位置の追跡が行われたとしても、状況が終了した後に現
場に到着するという問題点がある。
【０００６】
　上記のような状況に備えて、移動通信加入者が直接音声通話を行えない場合、ボタンを
操作するだけで緊急連絡先に緊急情報を送出して事故現場の状況を知らせる緊急呼び出し
処理方法が行われているが、移動通信端末の誤操作によって自身も知らずに望まない状況
で緊急事態が間違って伝達されるという問題点があった。
【０００７】
　また、移動通信加入者が緊急な状況に直面したとき、相手から送信された緊急信号を認
知できない場合が発生すれば、助けを請うユーザーに全く助けになれないため、サービス
の信頼性が低下するという問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記従来の問題点を解決するためのものであって、移動通信端末のユーザー
が緊急救助要請をする場合、通信社のサーバーで事故受付番号を生成し、予め指定された
１次緊急連絡先（家族、友達）または２次緊急連絡先（警察、消防署）に緊急信号を伝送
し、このとき、１次緊急連絡先で最初に着信し、軽微な事故（怪しい人の尾行、周辺で危
険を感じる時など）として確認される場合には自体的に解決し、拉致、強盗などの凶悪犯
罪によって警察の助けが必要な場合には、２次緊急連絡先（警察、消防署）に伝達して救
助要請者の緊急事態を知らせて請えば、救助要請者と警察の間に受信通話（呼接続）を行
わせる移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システムおよびその方法を提供する
ことを目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、予め指定された救助者の端末に救助要請者の電話番号、移動通信社か
ら与えられた受付番号および位置情報を伝送し、それに対応する救助者の端末が予め保存
されていた着信音またはアラームで制御させて救助者に伝達可能にし、２次緊急連絡先の
状況室または通信端末の表示窓に救助要請者の電話番号と伝達者（１次緊急連絡先）の電
話番号または伝達者および身分確認事項が表示されて伝達可能にする移動通信網を用いた
緊急電話の誤用・乱用防止システムおよびその方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明に係る移動通信網による緊急電話の誤用・乱用防止
システムにおいて、ユーザーの緊急事態のための緊急救助キー１１０が設けられている救
助要請者端末１００と、上記救助要請者端末から緊急事態情報が入力されて、上記救助要
請者端末と救助者端末との通話連結を行い、上記救助者端末から緊急事態情報が保安サー
バーに伝達されたときに、上記救助要請者端末と保安サーバーとの通話に切り替え、救助
要請者の電話番号および簡易メッセージ情報を救助者端末に伝送する通信社サーバー２０
０と、上記通信社のサーバーを通じて入力された上記救助要請者端末の救助要請者の電話
番号および簡易メッセージ情報が入力されて緊急事態を知らせる救助者端末４００と、上
記通信社のサーバーを通じて救助要請者端末と一方向受信状態で２次緊急連絡先（警察、
消防署）と接続されて救助要請者端末と通話可能にした保安サーバー５００とを備えるこ
とを特徴とする。
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【００１１】
　また、本発明に移動通信網による緊急電話誤用・乱用防止方法は、（ａ）上記通信社サ
ーバーが待機状態を維持するステップ（Ｓ１０２）と、（ｂ）上記救助要請者端末から緊
急ボタン信号が入力されるか否かを判断するステップ（Ｓ１０３）と、（ｃ）上記（ｂ）
ステップの判断結果、上記緊急ボタン信号が入力されたと判断されれば、救助者端末の電
話番号や簡易メッセージ情報を検索するステップ（Ｓ１０５）と、（ｄ）上記通信社のサ
ーバーが救助者端末に緊急信号を伝送するステップ（Ｓ１１０）と、（ｅ）上記通信社の
サーバーが、上記救助要請者端末から入力された上記緊急情報を救助者端末から保安サー
バーに伝達するステップ（Ｓ１２３）と、（ｆ）上記救助要請者端末と救助者端末との呼
接続状況から上記救助要請者端末と保安サーバーとの呼接続状況に切り替わるステップ（
Ｓ１２５）と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、救助要請者に緊急な緊急事態が発生すれば、それに該当する救助者の
端末に該当の情報を伝送して緊急事態を正確に知らせることにより、ユーザーを危険から
迅速に救助することができる。
【００１３】
　また、指定された救助者の端末に救助要請者の電話番号、位置情報および通信社サーバ
ーから与えられた事故受付についての受付番号などが記載された簡易メッセージが伝送さ
れれば、それに対応する救助者の端末が予め保存されていた着信音またはアラーム信号に
変換されて救助者に緊急事態を迅速に知らせることができる。
【００１４】
　また、本発明は、ユーザーが周辺で危険を感じるとき、緊急救助要請信号を伝送すれば
、通信社サーバーで事故受付番号を与え、１次緊急連絡先（家族、友達）の救助端末に救
助要請者の電話番号および事故受付番号が記載された簡易メッセージとして伝送し、凶悪
犯罪である場合、２次緊急連絡先（警察、消防署）に救助要請者の電話番号、事故受付番
号、伝達者の電話番号および人的事項（親、友達）が簡易メッセージとして伝達されて、
警察業務の輻輳および誤用・乱用を防止することによって、誤送信によるコストを低減さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る緊急電話の誤用・乱用防止システムの構成を示す図面である。
【図２】本発明に係る救助要請者の端末の構成を示す図面である。
【図３】本発明に係る通信社サーバーの構成を示す図面である。
【図４】本発明に係る救助者端末の構成を示す図面である。
【図５】本発明に係る移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止方法を示すフローチ
ャートである。
【図６】本発明に係る緊急信号送信ステップのサブルーチンを示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
【００１７】
　図１は、本発明に係る移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システムの構成を
示す図面である。
【００１８】
　図１に示すように、上記移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止システムは、救
助要請者端末１００、通信社サーバー２００、救助者端末４００および保安サーバー５０
０が移動通信網５０を通じて連結されている。
【００１９】
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　上記救助要請者端末１００は、脅威状況、不法な目的を持つ犯人による監禁、山岳地で
の遭難状況のような緊急事態に直面した移動通信加入者によって制御されて、緊急用の緊
急救助キー１１０（図２を参照）が設けられて、簡単な操作によって緊急情報を警察署、
消防署のような保安センターまたは救助者の端末に無線で伝送する。
【００２０】
　このとき、上記救助要請者端末１００には、緊急な状況が発生する場合に緊急信号を伝
送するための緊急連絡先が予め保存されている。
【００２１】
　また、障害者、一人暮らしの老人などが使用する救助要請者端末１００は、２次緊急連
絡先である保安サーバー、すなわち、警察または消防署の状況室に救助要請信号が直接連
結されるように設定することもできる。
【００２２】
　また、救助要請者端末１００は、緊急信号が救助者の端末または保安サーバーに伝送さ
れた場合、上記救助者の端末または保安サーバーで一方的に通話可能に設定され、受信音
または着信音の信号を遮断させる。
【００２３】
　移動通信網５０は、移動通信中継機、移動通信制御機、移動通信交換機などを含む。
【００２４】
　上記移動通信中継機は、上記それぞれの移動通信基地局と上記移動通信制御機の間を中
継して連結するためのものであり、上記移動通信制御機は、上記移動通信中継機を通じて
上記移動通信基地局の整合機能と、各基地局のセル間のハンドオフ処理、呼接続制御を行
うためのものである。
【００２５】
　通信社サーバー２００は、上記移動通信網５０を通じて上記救助要請者端末１００から
緊急信号が入力されれば、救助者端末４００が通話を試みようとすることによって、上記
救助要請者端末が受信状態に制御されて通話可能に設定される。
【００２６】
　このとき、上記救助者端末４００は、上記救助要請者の端末から入力された緊急信号が
保安サーバーに伝達された場合、上記救助要請者の端末と上記保安サーバーとの通話連結
に自動的に切り替わる。
【００２７】
　通信社サーバー２００は、上記救助要請者の端末から入力された緊急信号情報を簡易メ
ッセージとして救助者端末に伝送させる。
【００２８】
　上記通信社サーバー２００は、緊急事態時による受付番号を生成して、救助要請者の端
末を通じて救助要請者の電話番号、緊急事態を認証する受付番号および簡易メッセージを
救助者端末に伝送させる。
【００２９】
　上記通信社サーバー２００は図３で詳細に説明する。
【００３０】
　救助者端末４００は、上記救助要請者の端末に対応する端末であって、上記救助要請者
の端末から緊急信号が入力される場合、それに該当する端末に該当の緊急信号が伝送され
、一つの救助要請者端末に複数の救助者端末が連結されることができる。
【００３１】
　このとき、上記救助者端末４００には、上記救助要請者の端末から緊急信号が入力され
る場合、スピーカーの音量を制御してスピーカーの音量を最高に高め、バイブレーション
モードまたは着信音モードであるかを判断して、バイブレーションモードである場合、着
信音モードに切り替えるように制御し、該当の保存されたコメントを救助者に知らせる。
【００３２】
　上記救助者端末４００は図４で詳細に説明する。



(7) JP 5538903 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【００３３】
　保安サーバー５００は、上記救助者端末（１次緊急連絡先）から解決できなかった緊急
事態情報を受けて、警察署状況室または消防署などと連結される。
【００３４】
　上記保安サーバー５００は、緊急情報信号である救助要請者端末の電話番号、上記救助
者端末の伝達者の人的事項、事件についての受付番号などが救助者端末から伝達されれば
、上記救助要請者端末と救助者端末との通話が救助要請者端末と上記保安サーバーとの通
話に切り替わって、上記救助要請者端末の状況を知るようになる。
【００３５】
　言い換えれば、上記保安サーバー５００に入力された緊急救助要請情報は、上記１次緊
急連絡先である救助者端末から解決できなかった緊急事態である拉致、強盗などの凶悪犯
罪である場合に伝達されて、警察業務の輻輳を防止するために１次的に上記救助者端末が
フィルタリングした後の情報が入力される。
【００３６】
　このとき、上記保安サーバー５００は、通信社サーバーを通じて緊急救助要請をした救
助要請者端末１００との電話連結に切り替わるが、このとき、上記救助要請者端末と救助
者端末との電話連結は終了する。
【００３７】
　図２は、本発明に係る救助要請者端末の構成を示す図面である。
【００３８】
　図２に示すように、救助要請者端末１００は、外部と無線で通信され、端末の外部に形
成されて、緊急事態時にユーザーによって入力信号が入力される緊急救助キー１１０、上
記緊急救助キーが入力されれば、緊急情報を伝送するための救助者端末の電話番号および
簡易メッセージ情報が保存されているメモリー部１４０、上記緊急救助キーを通じて発生
した緊急情報を救助者端末の電話番号に出力するための第１出力部１５０、上記緊急救助
キーから入力信号が入力されれば、音声または映像送出手段が活性化して、周辺の音声ま
たは映像を救助者端末または保安サーバーに伝達する送信部１７０、および上記各部を制
御し、緊急事態でユーザーによって上記緊急救助キーの情報が入力されれば、該当の信号
を第１無線部１３０を通じて通信社サーバー２００に伝送するように制御する第１制御部
１６０を備える。
【００３９】
　緊急救助キー１１０は、救助要請者端末の外部に形成されて、緊急な状況にユーザーが
容易に入力することができる位置に設けられる。
【００４０】
　キー入力部１２０は、普通の端末に構成されるキー操作ボタンとして形成されており、
予め入力する警察署の電話番号、救助者端末の電話番号および簡易メッセージの内容など
を入力する。
【００４１】
　第１無線部１３０は、外部と無線で通信可能にする。
【００４２】
　メモリー部１４０は、救助要請者が緊急事態時になった場合に緊急信号を伝送する救助
者端末の電話番号および簡易メッセージ情報が保存されている。
【００４３】
　上記簡易メッセージ情報は、上記のように上記救助要請者端末または通信社サーバーに
保存され得る。
【００４４】
　第１出力部１５０は、緊急救助キーの情報が入力されれば、当該情報を通信社サーバー
に伝送させる。
【００４５】
　また、上記第１出力部１５０は、上記緊急救助キーの情報が入力されれば、緊急情報が
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救助者端末に伝送された場合に救助要請者に知らせるように振動として出力される。
【００４６】
　送信部１７０は、上記緊急救助キーから入力信号が入力されれば、マイク、音声および
映像が活性化して、周辺の状況を救助者端末または保安サーバーに伝達する。
【００４７】
　第１制御部１６０は、救助要請者端末１００の全般的な制御動作を行い、本発明の実施
形態によって、緊急事態時においてユーザーによって緊急救助キー１１０による情報が入
力されれば、該当の信号が上記第１無線部１３０を通じて通信社サーバー２００に伝送さ
れるのに必要な動作を制御する。
【００４８】
　また、第１制御部１６０は、緊急信号が救助者端末または保安サーバーに伝送された場
合、上記救助者端末または保安サーバーで一方的に通話連結が設定される場合、受信音ま
たは着信音の信号を遮断させる。
【００４９】
　図３は、本発明に係る通信社サーバーの構成を示す図面である。
【００５０】
　図３に示すように、本発明に係る通信社サーバーは、上記救助要請者端末から緊急信号
が入力されれば、緊急情報を伝送した救助要請者端末の位置追跡を処理する上記位置追跡
処理部２１０、上記救助要請者端末の位置または緊急信号の受付番号を管理する受付番号
処理部２２０、上記救助者端末に緊急信号を送信するための簡易メッセージ処理部２３０
、上記簡易メッセージ処理部および上記受付番号処理部から入力された情報を救助者端末
に出力するための第２出力部２４０、上記受付番号、位置情報、簡易メッセージ情報、救
助者の電話番号などが保存されているデータベース２５０、および上記各部を制御し、上
記救助要請者端末から入力された緊急信号が上記第２無線部２６０を通じて簡易メッセー
ジとして救助者端末に伝送される第２制御部２７０を備える。
【００５１】
　位置追跡処理部２１０は、緊急情報を伝送した救助要請者端末の位置追跡を処理する。
【００５２】
　このとき、上記位置追跡処理部２１０は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉ
ｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信機を通じて獲得するか、または救助要請者端末の基地局情報を
利用して位置追跡を算出することができる。
【００５３】
　また、上記位置追跡処理部２１０は、緊急情報を伝送した救助要請者端末１００の位置
追跡を処理し、位置追跡による位置情報を処理して上記第２出力部２４０に伝送する。
【００５４】
　また、位置情報は、ＧＰＳ受信機または救助要請者端末の基地局情報であって、救助要
請者端末が位置した基地局の固有の番号とそれによる地域に番号を付与して管理される。
【００５５】
　受付番号処理部２２０は、救助要請者端末から緊急ボタンが入力されたという信号が入
力されれば、緊急事態を知らせる受付番号を付与し、上記位置追跡処理部２１０を通じて
入力された救助要請者端末の受付番号を処理する。
【００５６】
　上記受付番号は、２００７－３４５６－ＸＸＸＸの形態であり、日付、救助要請者端末
の電話番号が緊急連絡先と連結されて修正または削除することができない。
【００５７】
　簡易メッセージ処理部２３０は、上記救助要請者端末から入力された緊急情報による出
力メッセージとして、救助者端末に簡易メッセージを送信するための内容を作成する。
【００５８】
　上記簡易メッセージ処理部２３０は、‘緊急事態です。助けてください。電話番号＊＊
＊－＊＊＊＊、受付番号＊＊＊－＊＊＊＊、位置確認、伝達、解除、状況室への連結のよ
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うな形態として第２出力部２４０に伝送する。
【００５９】
　また、簡易メッセージ情報は、緊急救助要請地点、緊急出動サービスの種類、発生時間
、指令、要請者の電話番号などがさらに保存されることができる。
【００６０】
　第２出力部２４０は、上記簡易メッセージ処理部および上記受付番号処理部の信号を救
助者端末に出力する。
【００６１】
　データベース２５０は、上記受付番号情報、位置情報、簡易メッセージ情報および救助
者の電話番号が保存されている。
【００６２】
　第２制御部２７０は、上記各部を制御し、上記救助要請者端末から入力された緊急信号
情報が簡易メッセージとして救助者端末に伝送される。
【００６３】
　また、上記第２制御部２７０は、緊急信号が救助者端末または保安サーバーに伝送され
た場合、上記救助者端末または保安サーバーで一方的に通話可能に通話連結を設定する。
【００６４】
　図４は、本発明に係る救助者端末の構成を示す図面である。
【００６５】
　図４に示すように、救助者端末は、第３無線部４４０を通じて外部と無線で通信され、
上記救助要請者端末から緊急信号が入力される入力部４１０、上記入力部を通じて緊急信
号情報が入力されれば、緊急着信音に変換して出力する音量処理部４３０、緊急時にアラ
ームを鳴らせる緊急着信音データの保存された緊急着信音メモリー４２０、上記救助要請
者端末から緊急信号が入力されれば、バイブレーションモードであるか着信音モードであ
るかを判断するモード変換部４５０、緊急信号が入力された場合、上記救助要請者端末の
事故発生地点の表示が出力される第３出力部４７０、および上記緊急救助キーの入力によ
って上記緊急着信音の出力要求信号が発生すれば緊急着信音を出力し、スピーカーの音量
を判断して最大化するように制御し、緊急信号が終了していない状態である場合、保安サ
ーバーに上記緊急信号を伝送するように制御する第３制御部４６０を備える。
【００６６】
　上記入力部４１０は、外部と無線で通信され、上記通信社のサーバーを通じて緊急信号
が入力される。
【００６７】
　緊急着信音メモリー４２０は、上記入力部を通じて簡易メッセージ情報が入力されたと
き、着信音の形態として出力するための緊急着信音データが保存されている。
【００６８】
　第３出力部４７０は、救助要請者端末から緊急信号が入力された場合、上記救助要請者
端末の事故発生地点情報が出力される。
【００６９】
　上記第３出力部４７０は、保安サーバーの出力画面に‘助けてください。救助要請者の
電話番号：＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊、伝達者の電話番号＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊
、伝達者との関係情報’が出力される。
【００７０】
　上記構成は、移動通信網を利用して緊急電話の誤用・乱用防止システムを構成するのに
必要な構成要素を並べたものであって、使用目的などによって上記構成要素に他の構成要
素が付加され得るが、本発明では不要な部分は省略する。
【００７１】
　このように構成された本発明に係る移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止方法
を説明すれば、図５に示す通りである。
【００７２】
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　図５は、本発明に係る移動通信網を用いた緊急電話の誤用・乱用防止方法を示すフロー
チャートである。
【００７３】
　図５に示すように、通信社のサーバーが救助要請者端末から緊急信号を伝送するための
１次端末である救助者端末の電話番号および簡易メッセージを予め保存するステップを行
う（Ｓ１０１）。
【００７４】
　上記Ｓ１０１の救助者端末の電話番号は一つであってもよく、または複数個であっても
よい。
【００７５】
　また、上記簡易メッセージ保存ステップは、上記救助要請者端末が緊急事態の発生時に
救助者端末の出力部に簡易メッセージを送信するように、通信社サーバーに簡易メッセー
ジが保存されてもよく、または上記救助要請者端末に保存されてもよい。
【００７６】
　例えば、‘緊急事態です。助けてください。’のような内容が保存され、上記内容はユ
ーザーによって変更可能である。
【００７７】
　次いで、通信社のサーバーが待機状態を維持する（Ｓ１０２）。
【００７８】
　次いで、上記通信社のサーバーは、救助要請者端末からの緊急信号が受信されたか否か
を判断する（Ｓ１０３）。
【００７９】
　次いで、上記Ｓ１０３の判断結果、上記通信社のサーバーは、緊急ボタンの信号が入力
されたと判断されれば、救助者端末の電話番号や簡易メッセージ情報を検索し（Ｓ１０５
）、上記緊急ボタンの信号が入力されていないと判断されれば、継続的に待機状態を維持
する（Ｓ１０２）。
【００８０】
　次いで、上記通信社のサーバーは、救助者端末に緊急信号を伝送する（Ｓ１１０）。
【００８１】
　このとき、上記救助者端末に伝送される簡易メッセージには、ユーザーによって緊急事
態を知らせるように予め保存されていた内容と救助要請者端末の位置情報とが記載されて
いる。
【００８２】
　上記Ｓ１１０は図６で詳細に説明する。
【００８３】
　次いで、上記通信社のサーバーは、救助者端末から緊急事態終了の信号が入力されたか
否かを判断する（Ｓ１２１）。
【００８４】
　上記Ｓ１２１の上記通信社のサーバーは、緊急事態終了の信号が入力された場合、再び
待機状態（Ｓ１０１）に戻り、上記救助要請者端末の緊急事態終了の信号が入力されてい
ない場合、上記緊急情報を救助者端末から保安サーバーに伝送させる（Ｓ１２３）。
【００８５】
　上記Ｓ１２３では、上記救助者端末のユーザーの判断によって凶悪犯罪と判断される場
合、救助者端末の制御によって救助要請者端末の電話番号が簡易メッセージとして警察署
などの保安サーバーに伝送される。
【００８６】
　例えば、‘緊急事態です。助けてください。電話番号＊＊＊＊＊＊＊、受付番号＊＊＊
－＊＊＊＊、伝達者の番号０＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊などの形態として出力させる。
次いで、上記救助要請者端末と保安サーバーとが通信連結される（Ｓ１２５）。
【００８７】
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　上記Ｓ１２５では、緊急救助を要請した救助要請者端末と警察署などの保安サーバーと
は持続的に連結されて、上記救助要請者端末の位置をリアルタイムで確認することができ
る。
【００８８】
　このとき、救助要請者端末と救助者端末との電話通信連結を救助要請者端末と保安サー
バーとの連結に切り替えて、既存の救助要請者端末と救助者端末との通信は終了する。
【００８９】
　次いで、上記通信社のサーバーは、緊急救助についての結果が保安サーバーから入力さ
れて保存するステップを行う（Ｓ１２７）。
【００９０】
　上記Ｓ１２７では、保安サーバーから緊急救助サービスが終了したという信号が通信社
のサーバーに入力されれば、緊急救助サービスの提供結果が保存され、救助者端末に現在
の状況を伝送する。
【００９１】
　このときの報告状況は、現場状況、サービスの提供措置などの内容を含む。
【００９２】
　図６は、本発明に係る上記緊急信号送信ステップのサブルーチンを示すフローチャート
である。
【００９３】
　図６に示すように、緊急信号が救助者端末に入力された場合（Ｓ１１０）、救助者端末
の第３制御部が着信音モードであるか否かを判断するステップを行う（Ｓ１１２）。
【００９４】
　上記第３制御部は、上記Ｓ１１２の判断結果、着信音モードではないと判断されれば、
バイブレーションモードであると判断し（Ｓ１１３）、モード変換部を通じて着信音モー
ドに切り替えるステップを行う（Ｓ１１４）。
【００９５】
　次いで、上記第３制御部は、着信音モードであると判断される場合、音量処理部を通じ
てスピーカーの音量が最大であるか否かを判断し（Ｓ１１６）、スピーカーの音量が最大
である場合、第３出力部を通じて救助者に知らせるステップを行い（Ｓ１１９）、上記ス
ピーカーの音量が最大ではない場合、音量出力部がスピーカーの音量が最大になるように
変換するステップを行い（Ｓ１１８）、図５の緊急事態の終了を判断するステップ（Ｓ１
２１）を行う。
【００９６】
　本発明は、前述の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱せずに、当業
者ならば誰でも修正および変形実施が可能な技術思想も特許請求の範囲に属すると見なさ
ねばならない。
【符号の説明】
【００９７】
　１００　　救助要請者端末
　２００　　通信社サーバー
　４００　　救助者端末
　５００　　保安サーバー
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